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微風を上手に捉えるトンボの翅から学んだ、超小型の微風力発電用風車の翼型で

す。従来の風力発電用の翼型は飛行機などと同様に流線形断面を持っていますが、

トンボの翅は凹凸の断面を持っています。凹凸断面の周りでは、小さな渦がたくさ

ん発生しており、その渦列により全体の揚力が確保されています。また、渦列の外

周を結んだ線は流線形をしており、全体として滑らかな流れを生み出しています。 

風力発電は自然エネルギーを使っているため、低環境負荷という印象があります

が、従来の風量発電は台風などの風圧に耐えるために強固で複雑な構造に作る必要

があり、コストも高いものでした。強風が常に吹いていて大きな建造物を設置でき

る広い場所は限られていますが、微風で小型なのであれば場所や時を選びません。

軽量、シンプル構造、騒音低減、低コストの風車が、家の屋根や軒先でクルクル回

っていることも遠い未来ではありません。 

 

 

 

 

 

 

凹凸断面を持つ翼型周りの流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

凹凸断面を持つ翼型の小型風車 
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